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照明器具内配線の漏電により工場内一部停電！
柏崎事業所 鷹巣　光

お客さまと協力して、照明器具の配線をひとつず
つ外しながら絶縁不良の原因を探査した事例をご紹
介します。

〔状況〕
４月１日土曜日の15時頃、お客さまから電気事故

受付センターに「蛍光灯のブレーカーが投入できな
くなった」との連絡を受け出動しました。

〔調査〕
約40分後に到着し、お客さまに停電箇所をご案内

していただきました。早速、蛍光灯回路の絶縁抵抗
測定を実施したところ、絶縁不良により漏電遮断器
が動作し切れたものと考えられます。お客さまに原
因をお伝えたしたところ、照明がないと作業ができ
ないため、何とか原因箇所を特定し復旧させたいと
のお申し出があり、お客さまと協力し約20基の照明
器具の配線をひとつずつ外しながら、絶縁抵抗測定
を実施していきました。すると、一本の配線が絶縁
不良であることが判明しました。

〔原因〕
照明器具の内部配線を確認していくと、被覆が損

傷し充電部が剥き出しになっているのをお客さまと
一緒に確認しました。その配線が照明器具本体に触
れ、漏電したことが原因と推測されます。

〔復旧〕
照明器具の内部配線を傷のある部分から切断し、

絶縁被覆付閉端接続端子で接続し直しをして、絶縁
抵抗測定値に異常がないことを確認しました。お客
さまのご協力もいただきながら、到着から約３時間
後に復旧しました。

〔お客さまの声〕
「今までも該当の漏電遮断器が切れることはあっ

たのだが、漏電遮断器を投入できた。今回は何度投
入しても切れてしまって、仕事が進まないので困っ
ていた。まさか照明器具内部の配線に傷が付いてい
るとは思わなかった。大変助かりました」とお礼の
言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回、絶縁不良が継続したため不良箇所を見つけ

ることができましたが、途中で回復してしまうと見
つけることが難しかったと思います。迅速な対応の
大切さを実感した事例でした。

照明器具を分解して探査

原因箇所（配線に傷）




